
 

指導改善資料 

  子どもの目線に立つ 2021 

目 次 

本資料は、全国学力・学習状況調査の岐阜県の結果を踏まえて、指導改善を図る
際の参考になるよう、県教育委員会が作成したものです。 

 調査対象教科や対象学年だけでなく、学校全体で組織的・継続的な 
取組によって指導改善を図っていくことが大切です。 
 本資料が、日々の授業や研修会等の様々な場面で活用され、岐阜県 
の児童生徒の学力や学習状況の改善につながることを期待しています。 

第 2弾 

教科に関する結果 

＜質問紙調査含む＞ 

これまでの調査において、課題となっていた内容につ
いて、改善の兆しが見られているか確かめましょう。 

１：小 国語 ２：小 算数 ３：中 国語 ４：中 数学 

１～４ 

小
学
校 

国語 
＜「漢字」「語彙」「文や文章」等に関する内容は全ての学習の基盤となる言語能力の重要な要素＞ 

「漢字」「語彙」「文や文章」に関する内容の確実な定着を
図るための指導方法を改善しましょう。 

５，６ 

算数 
概念や性質の理解を伴った、生きて働く知識及び技能

の確実な定着を図りましょう。 
７，８ 

中
学
校 

国語 
「言葉の特徴や使い方」について理解を深め、話や文の中で

使うことができるようにする指導、知識や経験と結び付けて
考えを形成する指導を充実させましょう。 

９，10 

数学 
より深く理解するために、統合的・発展的に考察する力

を高めましょう。 
11，12 

学習や生活に関する

結果＜児童生徒質問紙＞ 

WITH コロナ・POST コロナの指導の在り方を考えま

しょう。 
13～22 

参考 

理科 
平成30年度調査で明らかになった課題が改善されてい

るか確認しましょう。 
23 

英語 
平成 31年度・本年度調査で明らかになった課題が改善

されているか確認しましょう。 
24 

 

岐阜県教育委員会 学校支援課 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題 

番号 
漢字に書き直す言葉 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

３三 
(1)ア 

ころがっている  78.3  76.0 ▼2.3 

３三 
(1)ウ 

つみ重ね  54.4  48.6 ▼5.8 

３三 
(1)エ 

げんいん  79.0  76.8 ▼2.2 

年度 

問題番号 
漢字に書き直す言葉 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

Ｈ31 
１四 
(1)ア 

調査のたいしょう  41.9  33.4 ▼8.5 

Ｈ31 
１四 
(1)イ 

友達にかぎらず  69.4  62.1 ▼7.3 

Ｈ31 
１四 
(1)ウ 

かんしんをもってもらいたい  35.6  34.0 ▼1.6 

Ｈ30 
Ａ8ア せい造  73.4  71.0 ▼2.4 

Ｈ29 
Ａ7(1) 参加たいしょう  42.0  34.6 ▼7.4 

Ｈ28 
Ａ1二2 したしい友人と出かける  73.8  70.9 ▼2.9 

問題 

番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

３三 
(2)イ 

文の中における主語と
述語との関係を捉える 

 67.0  58.0 ▼9.0 

３三 
(2)オ 

文の中における修飾と
被修飾との関係を捉え
る 

 43.6  35.3 ▼8.3 

年度 

問題番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

Ｈ30 

Ａ５ 

文の中における主語と
述語との関係などに注
意して、文を正しく書く 

 35.5  38.2 2.7 

Ｈ27 
Ａ２一 

文の中における主語を
捉える 

 53.1  43.9 ▼9.2 

Ｈ27 
Ａ２二 

文を構成する主語と述語
との照応関係を捉える 

 71.7  66.5 ▼5.2 

 

40.9 
38.9 38.5 

41.2 

36.0 

39.5 

30.0

35.0

40.0

45.0

岐阜県 全国
Ｈ２９ Ｈ３１ Ｒ３

質問45「国語の授業の内容はよく分かりますか」に
「当てはまる」と回答した児童の割合 

 

＜県全体の結果分析＞ 

・「漢字の書き」や「主語と述語との関

係の捉え」など、言葉の特徴や使い

方に関する事項についての５つの問

題はいずれも全国平均を下回り、継

続して課題となっている。 

・「国語の勉強が好き、よく分かる」と

回答した児童の割合は減少傾向に

あり、その要因を捉えて、児童が意

欲的に取り組むことができる授業へ

の改善が求められる。 

・ 校内で共通理解を図り、国語科だ

けでなく全ての教科等で課題の解

決に取り組む必要がある。 

これまでの調査において、課題となっていた内容について、

改善の兆しが見られているか確かめましょう。 
各学校においては、本調査を活用し指導改善の方途を明らかにして、学力向上の取組を進めてきたことと思い

ます。その結果、児童生徒の学力・学習状況は改善しているのかを具体的に確かめることが大切です。 

以下、これまで県全体の課題となっていた点についての結果を示しました。自校欄に正答率を記入するなどし

て自校の状況を捉え、指導改善の成果と課題を明らかにしましょう。 

【小・国語】指導改善資料 Ｐ．５,６ 

小学校 国語 

■令和 3年度調査結果 

 

１ 

課題 1 漢字を文の中で、正しく使う力 
■令和 3年度調査結果 

 

■過去の調査結果 

 

■過去の調査結果 

 

（▼はマイナス表示） 

 

課題 2 文の中の『主語と述語との関係』、 
『修飾と被修飾との関係』を捉える力 

－１－ 

課題３ 国語が「好き」「よく分か
る」という児童の割合 

質問４３「国語の勉強は好きですか」に 
「当てはまる」と回答した児童の割合 

 

22.4 

25.5 

21.0 

26.5 

17.6 

22.7 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

岐阜県 全国
Ｈ２９ Ｈ３１ Ｒ３

自校：Ｈ31（      ）→Ｒ３（       ） 

自校：Ｈ31（       ）→Ｒ３（       ） 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題 

番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

３(4) 

帯グラフで表された複数
のデータを比較し、示され
た特徴をもった項目とそ
の割合を記述できる 

 52.0  52.1 0.1 

無解答率 無解答率 

 10.3  12.0 1.7 

４(3) 

小数を用いた倍についての説
明を解釈し、ほかの数値の場合
に適用して、基準量を1としたと
きに比較量が示された小数に
当たる理由を記述できる 

 51.5  50.5 ▼1.0 

無解答率 無解答率 

 10.3  13.2 2.9 

年度 

問題番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

Ｈ31 

２(3) 

資料の特徴や傾向を関連
付けて、一人当たりの水の
使用量の増減を判断し、そ
の理由を記述できる 

 52.1  51.1 ▼1.0 

無解答率 無解答率 

 2.0  2.2 0.2 

Ｈ31 

３(2) 

示された計算の仕方を
解釈し、減法の場合を基
に、除法に関して成り立
つ性質を記述できる 

 31.1  29.5 ▼1.6 

無解答率 無解答率 

 10.8  12.6 1.8 

Ｈ30 

Ｂ 

３(1) 

メモの情報とグラフを関
連付け、総数や変化に着
目していることを解釈し、
それを記述できる 

 20.7  22.5 1.8 

無解答率 無解答率 

 18.0  18.6 0.6 

問題 

番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

２(1) 
三角形の面積の求め
方について理解して
いる 

 55.1  51.5 ▼3.6 

２(2) 

複数の図形を組み合わせた
図形の面積について、量の保
存性や量の加法性を基に捉
え、比べることができる 

 72.5  73.7 1.2 

２(3) 

複数の図形を組み合わせた平
行四辺形について、図形を構成
する要素などに着目し、図形の
構成の仕方を捉えて、面積の求
め方と答えを記述できる 

 46.0  45.6 ▼0.4 

年度 

問題番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

Ｈ31 
1(3) 

示された図形の面積
の求め方を解釈し、そ
の求め方の説明を記
述できる 

 43.9  39.6 ▼4.3 

Ｈ28 
Ａ５ 

三角形の底辺と高さ
の関係について理解
している 

 82.0  84.3 2.3 

課題1 「データの特徴」や「小数を用いた倍の意味」
などを、言葉や数を用いて記述する力 

課題３ 「算数が好き」「算数の
問題をあきらめずに考え
る」児童の割合 

■過去の調査結果 

 

48.4

49.4

45

50

岐阜県 全国

■過去の調査結果 

 

■令和 3年度調査結果 

 質問 52 
「算数の勉強は好
きですか」に「当て
はまる」と回答した
児童の割合 

質問 57 
「算数の問題の解
き方が分からない
ときは、あきらめず
にいろいろな方法
を考えますか」に
「当てはまる」と回
答した児童の割合 

小学校 算数 

自校： 

（▼はマイナス表示） 

 

37.1

40.5

35

40

45

岐阜県 全国

質問 60 
「今回の算数の問
題では、言葉や数、
式を使って、わけや
求め方などを書く
問題がありました。
それらについてどの
ように解答しました
か」に「全ての書く
問題で最後まで解
答を書こうと努力し
た」と回答した児童
の割合 

自校： 

課題 2 図形の面積を求めたり比べたりする力 
■令和 3年度調査結果 

 
＜県全体の結果分析＞ 

・ 記述式の 4つの問題は、3（4）

を除いて全国平均を下回ってい

る。また、記述式の全ての問題の

無解答率が、全国平均よりも高く

なっている。言葉や数を用いて記

述する力を全ての児童に身に付

けていく必要がある。 

・「算数の勉強が好き」、「あきらめ

ずにいろいろな方法で考える」と

回答した児童の割合は全国平均

を下回っており、児童が主体的に

粘り強く取り組み、算数の勉強が

好きになる授業への改善が求め

られる。 

2 

【小・算数】指導改善資料 Ｐ．7,8 

77.4

79.9

75

80

岐阜県 全国

自校： 

－２－ 
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問題 

番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

４-① 
文脈に即して漢字を
正しく読む 
（伸ばして） 

 97.5  97.5 - 

４-② 
文脈に即して漢字を
正しく読む（詳細） 

 88.8  89.2 0.4 

４二 
事象や行為などを表
す多様な語句につい
て理解する 

 74.0  78.2 4.2 

４三 
相手や場に応じた敬
語を適切に使う 

 40.3  34.8 ▼5.5 

年度 

問題番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

Ｈ30 
Ａ８ 
二１ 

文脈に即して漢字を正しく
読む（模型を作る） 

 95.7  94.3 ▼1.4 

Ｈ27 
Ａ９ 

二 1 

文脈に即して漢字を正しく
読む（詳細に述べる） 

 78.2  73.8 ▼4.4 

Ｈ30 
Ａ８ 

三ウ 

語句の意味を理解し、文
脈の中で適切に使う 
（適切な敬語を選択する） 

 88.0  87.6 ▼0.4 

小学校
Ｈ30 
A７ 

相手や場面に応じて
適切に敬語を使う 

 56.0  57.5 1.5 

問題 

番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

３四 

文章に表れているも
のの見方や考え方を
捉え、自分の考えをも
つ 

 20.5  20.8 0.3 

無解答率 無解答率 

 24.1  22.2 ▼1.9 

年度 

問題番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

Ｈ31 
１三 

文章に表れているも
のの見方や考え方に
ついて、自分の考えを
もつ 

 91.2  93.2 2.0 

Ｈ29 
Ｂ 
1三 

表現の仕方について
捉え、自分の考えを書
く 

 41.4  44.0 2.6 

Ｈ28 
Ｂ 
１三 

文章の構成や表現の
仕方について、根拠を
明確にして自分の考
えを具体的に書く 

 68.0  72.6 4.6 

課題 2 自分の考えを形成する力 

■令和 3年度調査結果 

 

■過去の調査結果 

 

＜県全体の結果分析＞ 

・ 平成２７年度と同一問題（「詳

細」の読み）の正答率が約15ポ

イント向上するなど、「漢字の読

み」について指導改善の成果が

見られる。 

・ 敬語を適切に使う問題は全国平

均を下回り、継続して課題になっ

ている。敬語やことわざ、慣用句

など、語句の意味を理解し、文脈

の中で適切に使うことができる

指導を継続して充実させること

が必要となっている。 

・「国語の勉強が好き、よく分かる」

と回答した生徒の割合は全国平

均を下回っており、その要因を捉

えて、生徒が学ぶ喜びを実感で

きる授業への改善が求められる。 

【中・国語】指導改善資料 Ｐ．9,10 

3 中学校 国語 

21.4 

23.8 

20.9 

24.6 

19.6 

23.5 

15.0

20.0

25.0

岐阜県 全国

Ｈ２９ Ｈ３１ Ｒ３

自校：Ｈ31（        ）→Ｒ３（        ） 

質問45「国語の授業の内容はよく分かりますか」
に「当てはまる」と回答した生徒の割合 

 

27.1 26.8 27.2 
28.4 

30.4 
31.5 

20.0

25.0

30.0

35.0

岐阜県 全国

Ｈ２９ Ｈ３１ Ｒ３

自校：Ｈ31（        ）→Ｒ３（        ） 

質問４３「国語の勉強は好きですか」に 
「当てはまる」と回答した生徒の割合 

 

■過去の調査結果 

 

■令和 3年度調査結果 

 

課題 1 言語の知識を活用する力 
（▼はマイナス表示） 

 

課題３ 国語が「好き」「よく分
かる」という生徒の割合 

－３－ 
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問題 

番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

６(3) 

数学的な結果を事象
に即して解釈し、事柄
の特徴を数学的に説
明することができる 

 30.3  32.4 2.1 

無解答率 無解答率 

 29.9  28.7 ▼1.2 

７(2) 

事象を数学的に解釈
し、問題解決の方法
を数学的に説明する
ことができる 

 27.7  27.6 ▼0.1 

無解答率 無解答率 

 24.7  25.2 0.5 

８(3) 

データの傾向を的確に
捉え、判断の理由を数
学的な表現を用いて説
明することができる 

 11.1  19.0 7.9 

無解答率 無解答率 

 32.2  27.7 ▼4.5 

年度 

問題番号 
出題の趣旨（要約） 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

Ｈ31 
６(2) 

事象を数学的に解釈し、
問題解決の方法を説明 

 34.7  34.5 ▼0.2 

Ｈ31 
８(2) 

資料の傾向を的確に捉え、
判断の理由を説明 

 40.8  43.0 2.2 

Ｈ30Ｂ 
３(3) 

事象を数学的に解釈し、
問題解決の方法を説明 

 13.2  12.7 ▼0.5 

Ｈ30Ｂ 
５(2) 

里奈さんの計算を解釈
し説明 

 10.4  12.9 2.5 

Ｈ29Ｂ 
３(2) 

事象を数学的に解釈し、
問題解決の方法を説明 

 18.4  19.1 0.7 

Ｈ29Ｂ 
５(3) 

資料の傾向を的確に捉
え、判断の理由を説明 

 17.6  22.1 4.5 

問題 

番号 
出題の趣旨 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

５ 
与えられたデータから
中央値を求めること
ができる 

 84.5  86.6 2.1 

８(1) 
ヒストグラムからある
階級の度数を読み取
ることができる 

 83.0  84.0 1.0 

年度 

問題番号 
出題の趣旨（要約） 自校  全国  

差 

自校－ 全国 
県 

差 

県－ 全国 

Ｈ31 
８(1) 

表から最頻値を読み
取ることができる  57.9  52.3 ▼5.6 

Ｈ30Ａ
14(2) 

資料から中央値を求
めることができる  74.0  71.4 ▼2.6 

Ｈ28Ａ
12(1) 

表から最頻値を読み
取ることができる  45.5  40.9 ▼4.6 

■令和 3年度調査結果 

 

■過去の調査結果 

 

＜県全体の結果分析＞ 

・数学的に説明する力を問う記述式

の問題の正答率は約10～30％に

留まっている。無解答率は 25％を

超えている。生徒の学力に応じた

きめ細かな支援が必要になってい

る。 

・資料等から最頻値や中央値を読

み取ることが課題となっていたが、

今年度の中央値を求める問題は

全国平均を上回り指導改善の成

果が見られる。 

・学習と生活とのつながりを意識さ

せ、学ぶ意義や喜びが実感できる

授業への改善が求められる。 

【中・数学】指導改善資料 Ｐ．１１，１２ 

（▼はマイナス表示） 

 

質問 52 
「数学の勉強は好
きですか」に「当て
はまる」と回答した
生徒の割合 

■過去の調査結果 

 

課題 2 データの特徴や傾向を読み取る知識・技能 

質問 54 
「数学の授業の内
容はよく分かります
か」に「当てはまる」
と回答した生徒の
割合 

質問 56 
「数学の授業で学
習したことを、普段
の生活の中で活用
できないか考えま
すか」に「当てはま
る」と回答した生徒
の割合 

19.1 19.7 

15.0

20.0

25.0

30.0

岐阜県 全国

31.0 31.2 

25.0

30.0

35.0

岐阜県 全国

自校： 

自校： 

36.5 35.6 

25.0

30.0

35.0

40.0

岐阜県 全国

自校： 

4 中学校 数学 

課題 1 数学的に説明する力 
     ・結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を～ 
        ・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を～ 
        ・データの傾向を的確に捉え、判断の理由を～ 

課題３  「数学が好き」「授業
がよく分かる」「学習し
たことを生活の中で活
用できないか考える」 
生徒の割合 

－４－ 

■令和 3年度調査結果 

 

（▼はマイナス表示） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「漢字」「語彙」「文や文章」等に関する内容は全ての学習の基盤となる言語能力の重要な要素＞ 小学校 

 

小学校では、今年度も、漢字や文法等「言葉の特徴や使い方」に関する知識・技能の定着に大きな課

題が見られました。これまでの指導方法を改善し、確実な定着を図ることが必要です。 

 

指導改善① 繰り返しドリル学習を行うだけだったり、小単元で指導を完結したりしていませんか？ 

①漢字の学習 

・新出漢字の学習の際は、一字ずつ

の意味や他の読み方を確認した

り、その他の語句を例示したりす

るなど、丁寧に行いましょう。 

 

 

 

 

 

 
 
・辞書や教科書、本などを使って、

新出漢字を使った言葉集めをしま

しょう。 

 

 
「知識及び技能」が定着していない状況において、「思考力、判断力、表現力等」を高めることは難しい

です。「知識及び技能」を確実に定着させるため、以下の指導例を参考にしましょう。 

②帯学習（授業の冒頭・朝、帰りの会など） 

・学習する単元にかかわって、語句

を集めるなど、語彙を豊かにする

指導を日常的に継続しましょう。 

・次のような学習を授業の冒頭に行

うと、〔思考力、判断力、表現力

等〕の C読むことの指導につなが

ります。 

【例：第２学年「お手紙」】 

「言葉を言い換える」 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

③家庭学習 

・「ぎふっこ学び応援サイト」に、

「ことば博士コーナー」を開設し

ます。タブレットを使って、主体

的に問題に取り組むことができる

ようにしましょう。 

「なぜ？」「どうすれば？」を解決し、課題を克服！  

漢字ドリルで繰り返し練習させていますが、なぜ身に付かないのでしょうか。 
指導改善① 

漢字ドリルの学習以外にどのような学習をすると効果的ですか。 

言葉の特徴や使い方に関する単元の学習では確実に理解させていますが、なぜ身に付かないのでしょうか。 
指導改善② 

〔知識及び技能〕と〔思考力、判断力、表現力等〕を相互に関連付けるとは、どういうことでしょうか。 

 

Ⅰ 漢字の学習を丁寧に行う 

 

Ⅲ 個に合った問題に取り組ませる Ⅱ 帯時間を工夫し継続して指導する 

※個々の学習進度に合わせて問題を
選択して取り組むことができま
す。授業の冒頭や帯時間、家庭学
習などにおいて、活用することが
考えられます。 

※漢字を確実に読んだり書いたりで
きるようにするとともに、語句の
量を増すことや語句のまとまり、
関係、構成などの理解を図る指導
に努めましょう。 

※様子や行動、気持ちや性格を表す
語句を集める学習を授業の冒頭に
継続して行うと、〔知識及び技能〕
の定着や語彙の習得につながりま
す。 

 

「国語の勉強が好き」と感じられる瞬間の一つが、「なるほど・やっぱり・前よりも・次の学習でも」といった思

いをもつことができたときです。そんな思いを抱くことができるよう、まずは、指導例を参考に、漢字や言葉の知

識、語彙の習得や活用の場の指導を工夫していきましょう。 

 

「国語の勉強が好き」と感じられる瞬間とは？ 

 

「がまくんが言いました」という

文があります。 

「言いました」を他の言葉に言い

換えるとどんな文になりますか。 

先生 

「残る」の「残」という

漢字を使った言葉を集め、

意味を調べましょう。 

先生 
がまくんは声をかけました 

がまくんはそっとつぶやきました 

がまくんはやさしく伝えました 

児童 

本文に出てくる「期限」の「限」

は、「限る」とも読み、範囲を区切ると

いう意味です。「限」を使った他の言葉

を一つ探しましょう。 

R１指導改善 

資料参照 

前よりも、漢字をたくさん書けるようになった。 なるほど、この言葉を使うと文がつながる。 

次の学習でも、言葉をたくさん集めたい。 やっぱり、この言葉は気持ちを表している。 

言葉の 

習得・活用 

の実感を！ 

ぎふっこ学び応援サイト 

 

「漢字」「語彙」「文や文章」に関する内容の確実な定
着を図るための指導方法を改善しましょう。 

－５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔知識及び技能〕の内容と〔思考力、判断力、表現力等〕の内容を関連付け

て指導していますか。 
指導改善② 

 
 思考、判断、表現することを通して、「知識及び技能」に示された内容の定着を図るようにします。 

 
 

表現や構成の工夫を考える学習を通して、単元で身に付ける〔知識及び技能〕（１）オ「語彙」・カ「文や
文章」の定着を図る。 

 

文章を整える学習を通して、既習の〔知識及び技能〕（１）エ「漢字」・カ「文や文章」の定着を図る。 

 

 

２【考察】：課題の要因として考えられること（指導・実態） 

３【指導改善】：今後の具体的な指導 

１【分析】：自校児童の実態 

自校結果の分析・指導改善 

成果 課題 

例：第５学年 読み手が納得する意見文を書こう「あなたは、どう考える」 

この漢字は送り仮名が

違っているから直そう。 

この言葉はどの言葉を

詳しくしているのか分か

りにくいので、言葉の順

番を入れ替えてみよう。 

「でも」が何回も続

いておかしい。文の

つながりが分かるよ

うに、接続する言葉

でもっとよい言葉は

ないか。 

児童 

児童 

事実は「である」、

考えは「だろう」と、

文末表現を変えて

いる。事実と考えの

違いが分かる。 

「例えば」という

言葉を使って具体

例を出している。

事実が分かりやす

くなる。 

先生 
読み手に分かりやすく伝わるように、文章を読み返

して漢字や言葉の関係、使い方などを確認しましょう。 

先生 
この文章を読んで、読み手に分かりやすく伝え

るために工夫していることを考えてみましょう。 

－６－ 

例文等から表現や構成の工夫を考える際に、文末
表現や接続する語句などに着目させることで、〔知識
及び技能〕（１）オ・カの定着を図ることができます。 

文章を整える際に、漢字や言葉の使い方等、既習
の〔知識及び技能〕を活用して見直すことで、確実な
定着につながります。 

調査結果を踏まえ、これまでの指導の成果と課題を明らか
にしましょう。その上で、課題の要因を考察し、今後の指導
方法を具体的に考えましょう。 
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視点  

概念や性質の理解を伴った、生きて働く知識 

及び技能の確実な定着を図りましょう。 
小学校 

 
計算の意味や処理の根拠となる性質や用語等、概念や性質の理解に裏付けられた確か
な知識及び技能の習得に課題が見られました。そこで、本資料では、その課題を克服してい
くための指導改善のポイント（小学校の全学年で大切にしたい指導）を紹介します。 

上記の指導の問題点 
丁寧に指導しようと教師が必要以上にヒントを与え

ることで、児童の「主体的に学習に取り組む態度」や

「筋道を立てて考察する力」に関する資質・能力が育ち

にくくなります。 

三角形の面積の公式は？ 

 

①児童が困らないように、 
「一問一答の発問」や「ヒント」 
を与え過ぎていませんか？ 

②全体交流の時、一部の児童に 
よる、「形式的で一方的な説明」が 
繰り返されていませんか？ 

上記の指導の問題点 

児童が一方的に長々と話すことや一斉に反応する

ことが目的となり、「自分の考えを説明すること」や

「仲間の説明を解釈すること」に関する資質・能力が育ち

にくくなります。 

では、この直角三角形の面積を求める式は？ そうですね。上手に話せました。 

分かりました（一斉に） 

まず…、次に…、だから… 

それで…、それに…、どうですか。 

底辺(高さ)はどの部分かな？ ？ 

 例：第５学年「三角形と四角形の面積」  

 

 例：第４学年「小数と整数のかけ算・わり算」   

先生 

先生 

児童Ａ 

児童Ｃ 

それでは、このようなテープ図の場合で
も、C さんのように説明できますか。 

面積を求める式は、 
３×４÷２です。 

指導改善  ポイント  根拠を問う（問い返し） 「解釈・説明」する場の設定 

【児童からこんなつぶやきが出てきたら 「価値付ける」 大チャンスです！】 

・「でもさ」、「だってね」、「どうしてかというと」⇒これらは 「１:根拠」 を明確にしようとしている証拠です。 

・「図でいうと」、「○○さんが言いたいのは」⇒これらは 「２:解釈」 しようとしている証拠です。 

★★「すごいね」だけでなく、「どうしてすごいのか」を伝えると、確実に次の意欲につながります！★★ 

Aさんの式には、５㎝
が入ってないけれど、こ
れでいいですか。 

児童Ｂ 
A さんの式の３×４は、 
底辺×高さのことだと思
います。図を傾けると… 

いいです。それは、底辺と高さは

垂直に交わるけど、５㎝の辺と

垂直に交わる辺はない… 

または 

20ｍを１としたとき、0.1に
当たる長さは 2ｍです。 
14ｍは 2ｍの７つ分なの
で、20ｍを１としたときの
0.7に当たります。 

 A さんがどう考え
たのか分かる人は
いますか。 

－７－ 

児童自らが、問題の解決に向けて粘り強く取り組む「主体的な学び」の実現を目指す。 
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１ 主な解答類型から誤答の要因を探りましょう。  

 ２(1)直角三角形の面積を求める式と答えを書く    ４(3)30mを１としたときに 12mが 0.4に当たるわけを書く  

            

             【正答】 

             式 ３×４÷２        

             答え ６㎠          

                           

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 【分析】：自校児童の実態 
 
 
 
 
 
 
 
３ 【考察】：弱みの要因として考えられること（指導・実態） 

 

 
 
 
 
 

４ 【指導改善】：今後の具体的な指導改善（毎時間取り組むこと） 

 
 
 
 
 

自校結果の分析・指導改善 

  
解答類型 自校(%) 県(%) 印 

1、2、3 ３×４÷２  52.0 ◎ 

4、5、6 ３×４  8.3  

7、8 ５×３÷２ ５×４÷２  7.2 ◆ 

9、10 ５×３   ５×４  3.9 ◆ 

11、12 ３×４×５ ３×４×５÷２  19.6 ◇ 

13、99 上記以外の解答  6.2  

0 無解答  2.8 ★ 

 

強み 

  
解答類型 自校(%) 県(%) 印 

1 ①②の全てを書いている  50.5 ◎ 

2 ①を書いている  10.2 ◆ 

3 ②を書いている  3.3 ◆ 

4、5、6 
 0.1に当たる長さを 0.3m、
2m、0.1m と書いている 

 4.2 
 

7、8、9、99 上記以外の解答  18.6  

0 無解答  13.2 ★ 

 
解答類型の見方 ◆◇★に要注意 

◆公式を何となく覚えているが、底辺や高さ等「図形
を構成する要素」を理解していない。例えば、解答
類型７～10のように解答した児童は、水平な辺を
底辺としており、三角形の底辺や高さの関係につ
いて理解していないと考えられる。 
◇必要な情報を選び出すことができていない。 
★解答をあきらめている。 

解答類型の見方 ◆★に要注意 
◆説明に必要な要素を満たしていない。例えば、解答
類型２、３のように解答した児童は、0.1に当たる
長さは記述できているが、いくつ分に当たるかが記
述できていなかったり、いくつ分になることは記述
できているが、0.1に当たる長さが記述できていな
かったりしていると考えられる。 

★解答をあきらめている。 

弱み 

データに基づいた指導改善の手立てを考えましょう。 

－８－ 

【正答の条件】 
①0.1に当たる長さが３ｍであることを表す言葉や数 
②12ｍは３ｍの四つ分になることを表す言葉や数 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

「言葉の特徴や使い方」について理解を深め、話や文の中で
使うことができるようにする指導、知識や経験と結び付けて考
えを形成する指導を充実させましょう。 

中学校では、「敬語」の設問に課題が見られました。「言葉の特徴や使い方」に関する内容を社会生活の中で

使いこなせるよう、確実に習得させていくことが必要です。 

また、文章に表れているものの見方や考え方を捉えて自分の考えをもつ際に、自分の考えの根拠となる具体的

な表現を明確にすることに課題が見られました。そこで、本資料では、考えを形成する指導の具体を紹介します。 

 

指導改善① 定義を暗記したり問題を繰り返し解いたりする学習で終わっていませんか？ 

 

 
 

敬語の知識として基本となる尊敬語、謙譲語、丁寧語について、それぞれの定義を暗記したり練習問題を繰り返し

解いたりする学習だけでは、実際の生活で敬語を適切に使えるようになるのは難しいことです。〔思考力、判断力、表

現力等〕の学習の際に関連付け、実践的な学習を通して、生きて働く知識や技能として身に付けることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なぜ？」「どうすれば？」を解決し、課題を克服！ 

言葉の特徴や使い方に関する単元の学習では確実に理解させていますが、なぜ身に付いていないのでしょうか。 
指導改善① 

〔知識及び技能〕と〔思考力、判断力、表現力等〕をどのように関連付けて指導したらよいのでしょうか。 

言葉の特徴や使い方に関する知識を定着させるための有効な指導方法はありますか。 指導改善② 

考えを形成する指導において、どのようなことを大切にするとよいでしょうか。 指導改善③ 

 

「敬語」〔知識及び技能〕（１）エ 言葉遣い 

例：第２学年「表現を工夫して書こう 手紙や電子メールを書く」 
〔知識及び技能〕と〔思考力、表現力、判断力等〕「B 書くこと」との関連 

指導事項エ「推敲」の学習との関連「相手に応じて、敬語を適切に使い分ける」 

観点を提示し、書いた文章を丁寧に見直す学習を取り入れましょう。 

尊敬語と謙譲語の区別等に注意して文章を整えることで、「敬語」の知識が

定着します。  

 

「A 話すこと・聞くこと」の学習においても、質問をしたり、経験したことを説明したりする際

に、相手や場面に応じて敬語を使い分けることについての理解を深めることができます。 

様々な場で、丁寧語が中心に使われますが、生徒自身が、相手や場面に応じて、敬語を適切に使

い分けることができているかを自ら考えられるよう、意図的に取り上げて指導することが大切です。 

 

相手に応じて、尊敬語

や謙譲語が適切に使われ

ているかに注意して読み

返してみましょう。 

お礼の手紙だから「教えてくれて」と

いうのは間違っている。「相手に応じて」

だから、「教えてくださって」が正しい。 

「また行ってもいいですか」は「伺っ

てもよろしいですか」に書き直そう。 

相手に応じて適切に敬語を使い分ける。 

 

 「学ぶ喜び」を単位時間の学習の中で感じるだけではなく、学習したことが、それ以降の授業や他の学習で活

用できたときに「本物の喜び」となり、主体的に学ぶ意欲につながっていきます。そのため、他領域や他教科等

の学習と関連させて指導することが大切です。 

生徒が「国語」を学ぶ喜びを実感できる授業へ 

 

中学校 

 

－９－ 

「思考力、判断力、表現力等」を育むためには、「知識及び技能」の定着が必要不可欠です。その際、思

考、判断、表現することを通して、「知識及び技能」に示された内容の定着を図る指導が大切です。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位時間や単元の学習で終わることなく、学んだことを生かす場を大切に！ 指導改善② 

  帯時間等を工夫したり、他教科等との関連を図ったりして、生徒自身が学んだことを生かすことにより、

言葉の特徴や使い方に関する内容の定着を図ることができます。 

②帯学習（授業の冒頭・朝、帰りの会など） 

・授業の冒頭で〔思考力、判断力、表現力等〕の「C読むこと」と関連させ

て指導する等、語感を磨き、語彙を豊かにする指導を意図的・継続的に行

いましょう。 

例：第２学年「走れ、メロス」抽象的な概念を表す言葉をについて考える 

②帯学習（授業の冒頭・朝、帰りの会など） 

・総合的な学習の時間や特別活動など

において、国語で学んだ知識や技能

を活用させましょう。 
 
 

学年部や他の教科部との連携が必要

です。授業外で行う手紙やレポートな

どを作成する活動、スピーチなどの活

動において、漢字や言葉の使い方(敬

語・文法など)について見直す場を設

定するなど、意図的に指導しましょう。 

帯時間等を工夫し、他領域の指導と関連させて指導する 他教科等と関連させて指導する 

２【考察】：課題の要因として考えられること（指導・実態） 

３【指導改善】：今後の具体的な指導 

１【分析】：自校生徒の実態 

成果 課題 

自校結果の分析・指導改善 

※R１指導改善資料参照 

 

抽象的な概念を表す語句の量を増やす 

 
生徒が進める授業前 
の学習でも実践可能 

本文から、「笑

う」という行動を

表す言葉(表現)

を探しましょう。 

「憫笑」「嘲笑」

「ほくそ笑む」 

「せせら笑う」とい

う言葉があります。 

「嘲笑」は、辞書に「相手をばか

にして見下す笑い方」とあります。 

「走れ、メロス」 では「憫笑」「嘲

笑」のような漢語が、多く使われ

ていると思います。 

 

指導改善③ 

調査結果を踏まえ、これまでの指導の成果と課題を明らか

にしましょう。その上で、課題の要因を考察し、今後の指導

方法を具体的に考えましょう。 

考えを書く際の指導のポイントを意識していますか？ 

 文章に表れているものの見方や考え方を捉えて自分の考えをもつ際には、自分は文章のどこからそう考

えたのかを明確に示すよう指導しましょう。また、根拠を明確にする意義を考えることも大切です。 

②帯学習（授業の冒頭・朝、帰りの会など） 

・「C読むこと」における「考えの形成」は、文章の構造と内容を捉え、精査・解釈することを通して理解したことに基

づいて、既有の知識や経験と結び付けて考えをまとめたり広げたり深めたりしていくことです。 

例：第１学年「『不便』」の価値を見いだす」 

根拠を明確にして考えをまとめる学習をする 

Ａさんは、「私はいつも歩いて買い物に行

くのは『不便』だと思っていたけれど、そうで

はないかもしれないと思った」と書いていま

すが、どの叙述が根拠になると思いますか。 

「徒歩の方が発見や

出会いの機会が増え

る」という叙述が根

拠になると思います。 

筆者の主張に対する自分の考えをまと

めましょう。その際、どこからそう考えたの

かが分かるように例を挙げて書きましょう。 

 

 

－１０－ 
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問題解決の過程や結果を振り返り、統合的・発展的に考察して、条件を変えたり、新たな

性質を発見したりすることについて課題が見られました。そこで、本資料では、その課題を克

服していくための指導改善のポイント（中学校の全学年で大切にしたい指導）を紹介します。 

【生徒からこんなつぶやきが出てきたら 「価値付ける」 大チャンスです！】 

・「要するに」、「ちょっと違って」、「まとめると」⇒ 「１：統合的な考え方」を働かせようとしている証拠です。 

・「だったら」、「ということは」⇒ 「２:発展的な考え方」 を働かせようとしている証拠です。 

★★「すごいね」だけでなく、「どうしてすごいのか」を伝えると、確実に次の意欲につながります！★★ 

 

 例：第２学年「１次関数」  

２分をはかるために必要な砂の量は？ 

 例：第１学年「データの活用」   

右の記録の「中央値」を 

求めなさい。 

生徒 

それでは、データが 
10個の場合は 
どうなりますか？ 
 
 
 

より深く理解するために、統合的・発展的に考察
する力を高めましょう。 
 

中学校 

 

視点 

指導改善  ポイント  
共通点や類似点、相違点への着目を促す 

条件を変えて問う（問い返し） 

上記の指導の問題点 
「問題を解決したら終わり」、「練習問題が正
解できればよい」という意識になりやすく、「学ん
だことを活用しようとする態度」や「よりよく問題
解決しようとする態度」が育ちにくくなります。 

①多様な考えを扱う授業で、 
個々の考えを発表するだけで 
全体交流を終えていませんか？ 

②授業のはじめに提示した１つの問題の解
決だけでまとめて、その後は練習問題に
取り組むという展開になっていませんか？ 

上記の指導の問題点 

「どうですか？」「いいです」という、形式的な
話し合いに留まりやすく、「仲間の考えや自分
の考えを関連付けて考察しようとする姿勢」が
育ちにくくなります。 

これで、最初の問題が 

解決しました。 

では、まとめが書けた人から、 

練習問題に取り組みましょう。 

Ａさんの考え 

Ｃさんの考え 

Ｂさんの考え 

いろいろな方法で考えることができました。 

先生 

僕はグラフで…直線だから… 
私は表で…ｘの値が２倍、３倍… 
私は式で…ｙ＝0.5ｘとして… 

「表・式・グラフ」それぞ
れの考えにどんな 
「よさ」がありますか。 

「表・式・グラフ」のうち、自
分が使っていない考えで説
明してみましょう。 

先生 

 
 
右の表で 
中央値は 
どの階級に 
含まれますか。 

生徒 

９個のデータを小さい方から並べたとき、 
真ん中にあるのが中央値だから「４７」です。 

－１１－ 

生徒自らが、問題の解決に向けて粘り強く取り組む「主体的な学び」の実現を目指す。 
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１ 主な解答類型から誤答の要因を探りましょう。 

 
 

   

 

                  

              

              

                      

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 【分析】：自校生徒の実態 
 
 
 
 
 
 
 
３ 【考察】：弱みの要因として考えられること（指導・実態） 

 

 

 
 
 
 
 

４ 【指導改善】：今後の具体的な指導改善（毎時間取り組むこと） 

 
 
 
 
 

自校結果の分析・指導改善 

  
解答類型 自校(%) 県(%) 印 

1 (a)(b)について記述している  32.1 ◎ 

2 (b)のみを記述している  0.3 ◇ 

3 (b)の記述が十分でない  1.9 ◇ 

４ 成り立たない事柄を記述  6.6 ◆ 

5、99 上記以外の解答  30.4  

0 無解答  28.7 ★ 

 

強み 

  
解答類型 自校(%) 県(%) 印 

1 
∠ARG、∠ASGのそれぞれの 
大きさは変わらないことを解答 

 16.8 ◎ 

２ 
∠ARG=１０５°、∠ASG=７５° 
であることを解答 

 2.6 ◎ 

３ 
∠ARG、∠ASGの大きさについて 
成り立つことを解答 

 10.9 ◎ 

4 ∠ARG＋∠ASG＝180°と記述  9.8 ◇ 

5、99 上記以外の解答  32.8 ◆ 

0 無解答  27.1 ★ 

 
解答類型の見方 ◇◆★に要注意 

◇示された形で説明しようとしているが不十分である。
例えば、解答類型２、３のように解答した生徒は、指定
された形の２つの条件である(a)、(b)の内、(a)につ
いて記述していない。 

◆解決の過程や結果を振り返って、性質を見いだし、
統合的・発展的に考察することができなかった。 

★解答をあきらめている。 

解答類型の見方 ◆★に要注意 
◎正答が複数存在する設問である。解答類型１～３の
ように解答した生徒は、∠ARG と∠ASGについて
見いだした性質を理解した上で、さらにいえることを
見いだし、数学的に表現することができている。 

◇既に見いだした性質を再度記述してしまっている。 
◆∠ARG と∠ASGについて、いつでもいえることを見
いだすことができなかった。 

★解答をあきらめている。 

弱み 

データに基づいた指導改善の手立てを考えましょう。 

 ６(3)四角で４つの数を囲むとき、４つの数の和がどの位

置にある２つの数の和の２倍であるかを説明する。  

 【正答の条件】 

「○○は△△である」という形で、次の(a)、(b)

を記述しているもの。 

(a)○○が、「四角で囲んだ４つの数の和」である。 

(b)△△が、「左上の数と右下の数の和の２倍」である。 

 ９(3)∠ARG、∠ASGについていつでもいえることを書く。 

－１２－ 



 

 

 

 

 

 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 
小 １３ 

学校に行くのは楽しいと思いますか 
 47.9  45.8 ▼2.1 

中 １３  43.3  44.0 0.7 

 
 

＜小・岐阜県＞                                       ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 
小 ６ 

自分には、よいところがあると思いますか 
 36.2  36.0 ▼0.2 

中 ６  34.5  37.6 3.1 

＜小・岐阜県＞                                       ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 
小 ７ 

将来の夢や目標を持っていますか 
 60.2  58.7 ▼1.5 

中 ７  40.5  42.0 1.5 

＜小・岐阜県＞                                       ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 
小 ９ 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか 
 24.4  24.5 0.1 

中 ９  20.0  19.2 ▼0.8 

＜小・岐阜県＞                                      ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「当てはまる」と回答した児童生徒の割合 

53.9 

50.2 

45.8 

32.5 

34.6 

37.2 

9.4 

10.5 

12.0 

4.1 

4.7 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ29

Ｈ31

Ｒ３

45.1 

44.6 

44.0 

35.4 

37.3 

38.1 

12.7 

12.4 

12.8 

6.7 

5.6 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ29

Ｈ31

Ｒ３

42.3 

39.7 

36.0 

41.5 

42.8 

41.6 

11.8 

12.8 

15.6 

4.3 

4.6 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30

Ｈ31

Ｒ３

36.1 

30.4 

37.6 

44.7 

45.5 

41.3 

14.3 

17.7 

15.0 

4.8 

6.3 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30

Ｈ31

Ｒ３

自己有用感、挑戦心等 １ 

66.7 

64.3 

58.7 

18.1 

18.5 

20.8 

8.7 

9.8 

11.4 

6.4 

7.4 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30

Ｈ31

Ｒ３

44.2 

43.3 

42.0 

27.4 

25.5 

27.7 

18.2 

19.1 

18.9 

10.1 

11.9 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30

Ｈ31

Ｒ３

27.5 

29.9 

24.5 

50.3 

48.4 

47.4 

19.1 

18.3 

23.5 

3.0 

3.3 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ29

Ｈ31

Ｒ３

 

WITHコロナ・POSTコロナの 
指導の在り方を考えましょう！  

本調査結果から、感染症対策により例年とは異なる生活を過ごしてきた児童生徒の意識や状況が分かります。

感染症等が及ぼす影響を踏まえ、一人一人に寄り添い、コロナ禍だからこそ価値ある教育活動を創り出していく
ことが大切です。 

18.3 

20.1 

19.2 

51.4 

49.0 

46.9 

26.3 

26.6 

28.7 

3.9 

4.3 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ29

Ｈ31

Ｒ３

－13－ 



 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 
小 10 

人が困っているときは、進んで助けていますか 
 43.6  46.7 3.1 

中 10  41.6  44.9 3.3 

 
 
＜小・岐阜県＞                                     ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 

小 ４ 
携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っていますか 

中 ４ 

 
きちんと守

っている 

だいたい守

っている 

あまり守っ

ていない 

守ってい

ない 

携帯電話・スマートフォン
やコンピュータは持って
いるが、約束はない 

携帯電話・スマートフォ
ンやコンピュータは持っ
ていない 

自校       

小 
全国 38.0 32.1 4.7 0.9 11.8 12.4 

岐阜県 40.4 31.4 4.8 0.8 10.8 11.7 

中 
全国 30.9 37.0 6.6 1.5 18.9 4.8 
岐阜県 30.6 37.7 7.7 1.6 16.8 5.4 

 

 番号 質問事項 

小 ５ 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式の
ゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか 中 ５ 

 ４時間以上 
３時間以上、４時
間より少ない 

２時間以上、３時
間より少ない 

１時間以上、２時
間より少ない 

１時間より少な
い 

全くしない 

自校       

＜小・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「当てはまる」と回答した児童生徒の割合 

42.5

43.1

46.7

44.1

45.5

43.2

11.2

9.7

8.8

2.1

1.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ29

Ｈ31

Ｒ３

38.0 

37.5 

44.9 

48.0 

50.5 

44.7 

11.8 

10.5 

8.9 

2.2 

1.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ29

Ｈ31

Ｒ３

＜県全体の結果分析＞ 

・「学校に行くのは楽しいと思いますか」という質問に「当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、小

学校で減少傾向にあり、中学校では 45％前後で推移している。 

・「将来の夢や目標を持っていますか」という質問に「当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、小・

中学校ともにやや減少傾向にある。 

・「人が困っているときは、進んで助けていますか」という質問に「当てはまる」と回答した児童生徒の

割合は、小・中学校ともに平成 31年度調査より増加している。 

2 基本的生活習慣、学習習慣等 

6.3 

7.3 

13.2 

6.8 

7.3 

13.0 

13.2 

13.1 

20.8 

26.9 

25.3 

29.5 

32.3 

32.3 

16.6 

14.4 

14.5 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ28

Ｈ29

Ｒ３

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

－14－ 



＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 １７ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか 

（学校の授業の予習や復習を含む） 

 31.2  33.1 1.9 

中 １７  19.4  22.9 3.5 
 

 番号 質問事項 

小 １８ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学
習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間
も含む） 中 １８ 

 ３時間以上 
２時間以上、３時
間より少ない 

１時間以上、２時
間より少ない 

30分以上、１時
間より少ない 

30分より少ない 全くしない 

自校       

小・全国 11.6 15.3 35.6 24.5 9.5 3.5 

中・全国 12.3 29.5 34.1 14.1 6.4 3.5 

＜小・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「よくしている」と回答した児童生徒の割合 

8.1 

9.9 

15.1 

9.3 

10.4 

15.8 

17.3 

17.3 

27.1 

24.2 

23.1 

23.9 

26.3 

24.6 

11.5 

14.7 

14.6 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ28

Ｈ29

Ｒ３

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

9.5 

9.3 

7.5 

20.9 

20.8 

17.4 

45.4 

45.0 

43.6 

20.0 

20.4 

24.3 

3.4 

3.7 

5.9 

0.8 

0.8 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ30

Ｈ31

Ｒ３

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない
30分以上、1時間より少ない 30分より少ない 全くしない

16.0 

13.4 

18.5 

30.1 

29.3 

32.5 

32.9 

33.5 

32.0 

14.3 

15.4 

11.1 

4.8 

6.0 

4.0 

1.9 

2.2 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ30

Ｈ31

Ｒ３

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

30分以上、1時間より少ない 30分より少ない 全くしない

＜県全体の結果分析＞ 

・テレビゲーム（コンピュータゲーム等を含む）を 1日当たり 2時間以上行っている児童生徒の割合

は、小学校で47％、中学校で58％で、平成29年度調査より、小学校で19.3ポイント、中学校で

20.4ポイント増加している。4時間以上している児童生徒の割合は、小学校で 13.2％、中学校で

15.1％となっており、依存傾向が心配されるため、適切な支援が必要である。 

・「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」という質問に「よくしている」と回答した児童生徒の

割合は、小・中学校ともに全国平均を上回っている。 

・家庭での学習時間は、平成 31年度調査と比較して、小学校は減少、中学校は増加している。 

－1５－ 



 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ２４ 
今住んでいる地域の行事に参加していますか 

 26.7  37.6 10.9 

中 ２４  16.3  27.7 11.4 

 
 

＜小・岐阜県＞                                     ＜中・岐阜県＞ 

 

 

 

 

 

 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ２５ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えるこ

とがありますか 

 17.8  16.8 ▼1.0 

中 ２５  12.6  14.8 2.2 

＜小・岐阜県＞                                     ＜中・岐阜県＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 番号 質問事項 

小 ２６ 
５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴ機器をどの程度使用しましたか 

中 ２６ 

 ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回未満 

自校     

小・全国 11.2 28.9 34.9 24.8 

中・全国 7.4 26.0 35.5 30.7 

＜小・岐阜県／全国＞                               ＜中・岐阜県／全国＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 地域や社会に関わる活動の実施状況等 
「当てはまる」と回答した児童生徒の割合 

55.6 

54.3 

37.6 

25.3 

28.9 
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11.1 

11.0 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30

Ｈ31
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12.8
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27.3
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32.6

41.4

38.7

35.8

20.4

18.6

16.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30

Ｈ31

Ｒ３

＜県全体の結果分析＞ 

・地域の行事に参加していると回答した児童生徒の割合は、感染症の感染拡大防止のため地域行事

や地域の方とかかわる活動が中止になった等の影響から、平成 31年度調査より大きく減少してい

る。オンラインを活用する等、地域と関わる活動の工夫が必要となっている。 

 
４ ＩＣＴを活用した学習状況 

7.4 

10.0 

26.0 

32.4 

35.5 

34.7 

30.7 

22.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岐阜県

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回未満

11.2 

17.3 

28.9 

30.9 

34.9 

29.5 

24.8 

22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岐阜県

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回未満

－16－ 



 番号 質問事項 

小 ２７ あなたは学校で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を、他の友達〔生徒〕と意見を交換したり、調べたりする
ために、どの程度使用していますか 中 ２７ 

 ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回未満 

自校     

小・全国 10.0 29.0 29.1 31.7 
中・全国 9.7 25.1 28.2 36.8 

＜小・岐阜県／全国＞                               ＜中・岐阜県／全国＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 番号 質問事項 

小 ２９ 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、スマートフォンやコンピュータなどのＩＣＴ機器
を、勉強のために使っていますか 中 ２９ 

 ３時間以上 

２時間以上、

３時間より

少ない 

１時間以上、

２時間より

少ない 

３０分以上、１

時間より少

ない 

３０分より少

ない 

全く使って

いない 

スマートフォン
やコンピュー
タなどのＩＣＴ
機器をもって
いない 

自校        

小・全国 3.9 4.4 11.6 21.5 29.5 20.0 9.0 
中・全国 2.7 4.3 12.5 22.7 34.5 19.3 3.6 

＜小・岐阜県／全国＞                                 ＜中・岐阜県／全国＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.0 

11.3 

29.0 

32.6 

29.1 

26.4 

31.7 

29.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岐阜県

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回未満

9.7 

18.2 

25.1 

32.1 

28.2 

24.0 

36.8 

25.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岐阜県

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回未満

3.9 

3.1 

4.4 

4.0 

11.6 

11.0 

21.5 

22.8 

29.5 

30.4 

20.0 

20.9 

9.0 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岐阜県

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない
１時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない
３０分より少ない 全く使っていない

2…

3.1 

4.3 

4.7 

12.5 

13.3 

22.7 

24.0 

34.5 

34.0 

19.3 

16.9 

3.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岐阜県

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない
１時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない
３０分より少ない 全く使っていない

＜県全体の結果分析＞ 

・ＩＣＴ機器の使用頻度について、「ほぼ毎日」が小学校で 17.3％、中学校で 10.0％、「週 1回以

上」が小学校で 30.9％、中学校で 32.4％でいずれも全国平均を上回っている。 

・ＩＣＴ機器を「他の友達〔生徒〕と意見を交換したり、調べたりするために使用している」頻度について

は、「ほぼ毎日」が中学校で 18．2％で全国平均を 8．5ポイント上回っている。 

・スマートフォンやコンピュータなどを勉強のために使っている時間は、全国平均並みで、今後端末の

持ち帰り等により、ＩＣＴ機器を活用した家庭学習の在り方について検討していく必要がある。その

際、端末を扱う際のルールやＩＤ・パスワード管理についての指導を行うとともに、家庭と共通理解を

図ることが重要である。 

－17－ 



 

 

 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ３３ ５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業では、課題
の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいま
したか 

 30.3  30.7 0.4 

中 ３３  33.5  39.5 6.0 

 
 
＜小・岐阜県＞                                       ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ３４ 
５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業では、各教科
などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめた
り、思いや考えをもとに新しいものを作り出したりする活動
を行っていましたか 

 23.8  21.5 ▼2.3 

中 ３４  17.9  21.7 3.8 

＜小・岐阜県／全国＞                                  ＜中・岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ３７ 学級の友達〔生徒〕との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、広げたりすることができていますか 

 33.0  32.2 ▼0.8 

中 ３７  33.9  37.2 3.3 

＜小・岐阜県＞                                       ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ３８ 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった
点を見直し、次の学習につなげることができていますか 

 32.6  31.5 ▼1.1 

中 ３８  26.3  29.4 3.1 

＜小・岐阜県／全国＞                                ＜中・岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 

－18－ 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

「当てはまる」と回答した児童生徒の割合 

31.8 

35.0 

30.7 

47.3 

44.6 

48.3 

16.9 

16.6 

17.9 

3.7 

3.5 

3.0 
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32.6 

31.5 

45.7 

46.5 

17.6 

18.2 

3.9 

3.7 
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岐阜県

26.3 

29.4 

48.3 

48.9 

20.5 

18.0 

4.6 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岐阜県



 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ３９ 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を
集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に
取り組んでいますか 

 31.7  29.3 ▼2.4 

中 ３９  28.2  28.4 0.2 

 
 
＜小・岐阜県＞                                      ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ４０ あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級
会〔学級活動〕で話し合い、互いの意見のよさを生かし
て解決方法を決めていますか 

 32.3  37.4 5.1 

中 ４０  28.3  42.8 14.5 

＜小・岐阜県＞                                      ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ４２ 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグル
ープで話し合ったりする活動に取り組んでいますか 

 45.6  43.2 ▼2.4 

中 ４２  48.8  48.6 ▼0.2 

＜小・岐阜県＞                                         ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「当てはまる」と回答した児童生徒の割合 

＜県全体の結果分析＞ 

・「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」という質問に「当てはまる」と

回答した児童生徒の割合は、平成 31年度調査と比較して、小学校は 4.3ポイント減少し、中学校

は 4.4ポイント増加している。児童生徒の主体性を引き出す、課題設定の在り方や解決に向けての

活動を工夫していくことが重要である。 

・「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」という質問に

「当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、平成 31年度調査と比較して、小・中学校ともに増加

している。 

・総合的な学習の時間や学級活動の目標を踏まえた活動に取り組んでいる児童生徒の割合は、平成

31年度調査と比較して増加している。 

・「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでい

ますか」という質問に「当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、小・中学校ともに平成 31年度

調査より増加しているが、全国平均をやや下回っている。 
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 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ６４ 新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が臨時休
校していた期間中、勉強について不安を感じましたか 

 29.8  29.6 ▼0.2 

中 ６４  34.6  34.1 ▼0.5 

 
 
＜小・岐阜県／全国＞                                 ＜中・岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ６５ 新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が臨時休
校していた期間中、計画的に学習を続けることができま
したか 

 29.8  32.0 2.2 

中 ６５  11.3  12.9 1.6 

＜小・岐阜県／全国＞                                ＜中・岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 自校 全国 
差 

自校-全国 岐阜県 
差 

県-全国 

小 ６６ 新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が臨時休
校していた期間中、規則正しい生活を送っていましたか 

 31.6  31.6 － 

中 ６６  21.9  21.6 ▼0.3 

＜小・岐阜県＞                                       ＜中・岐阜県＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 

小 ６７ 新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、学校からの課題で分からないこ
とがあったとき、どのようにしていましたか（複数選択） 中 ６７ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 新型コロナウイルス感染症の影響 

「当てはまる」と回答した児童生徒の割合 
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小・岐阜県 小・全国 中・岐阜県 中・全国
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（「学校質問紙調査」より） 
 番号 質問事項 

小 Ⅶ 新型コロナウイルス感染症の影響前（令和２年３月以前）と現在（令和３年５月）とを比較して、どのよ
うな変化があったと思いますか 【児童生徒同士の関係】 中 Ⅶ 

 
 
＜小・岐阜県／全国＞                                ＜中・岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 

小 Ⅷ 新型コロナウイルス感染症の影響前（令和２年３月以前）と現在（令和３年５月）とを比較して、どのよ
うな変化があったと思いますか 【児童生徒と教員の関係】 中 Ⅷ 

＜小・岐阜県／全国＞                                 ＜中・岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 

小 Ⅸ 新型コロナウイルス感染症の影響前（令和２年３月以前）と現在（令和３年５月）とを比較して、どのよ
うな変化があったと思いますか 【教員と保護者の関係】 中 Ⅸ 

＜小・岐阜県／全国＞                                 ＜中・岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 

 番号 質問事項 

小 Ⅹ 新型コロナウイルス感染症の影響前（令和２年３月以前）と現在（令和３年５月）とを比較して、どのよ
うな変化があったと思いますか 【教員の業務量】 中 Ⅹ 

＜小・岐阜県／全国＞                                ＜中・岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜県全体の結果分析～「臨時休校期間中の状況」について～＞ 

・「勉強について不安を感じた」児童生徒の割合は、小学校56.5％、中学校63.4％であった。今後、休

校や学級閉鎖を想定しオンライン授業ができる体制を整えておく等、児童生徒の不安を解消する学習

支援ができるようにしておくことが重要である。 

・「計画的に学習を続けることができた」児童生徒の割合は、小学校67.1％、中学校39.1％であった。 

・「規則正しい生活を送っていた」児童生徒の割合は、小学校 64.3％、中学校 48.3％であった。 

・「分からないことがあったとき」、小学校では「家族に聞く」79.9％で一番多く、次に「自分で調べる」

が 58.9％で多かった。中学校では「自分で調べる」が 62.4％で一番多く、次に「家族に聞く」が

47.9％で多かった。「分からないことをそのままにした」児童生徒は小学校 9.9％、中学校 14.9％

であることから、家庭環境等も踏まえ、一人一人の状況に応じた支援が必要となっている。 
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 番号 質問事項 

小 Ⅺ 新型コロナウイルス感染症の影響前（令和２年３月以前）と現在（令和３年５月）とを比較して、児童生
徒からの相談内容に変化があったのはどれですか（複数選択可） 中 Ⅺ 

＜小・中 岐阜県／全国＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

＜県全体の結果（感染症の影響に係る学校質問紙調査）分析＞ 

・「感染症の影響前と比較してどのような変化があったと思いますか」という質問に対して 

「よくなった・変わらない」と回答した割合 ：児童生徒同士…… 小 86.7％、中 87.6％ 

                               ：児童生徒と教員… 小 92.3％、中 93.0％ 

                               ：教員と保護者…… 小 87.4％、中 90.8％ 

・「児童生徒同士の関係がよくなった」と回答した小学校9.8％、中学校10.8％あり、コロナ禍だから

こそ児童生徒相互のかかわりを大切した取組が進められたことが伺える。 

・「教員と保護者の関係がよくなった」と回答した小学校16.8％、中学校11.9％あり、感染予防対策

等保護者の協力を得て教育活動を進める中で良好な関係が築かれたことが伺える。 

・感染症の影響前と比較して、「学校生活における不安・ストレスに関する相談が増えた」と回答した

小学校 46.7％、中学校 55.7％、「生活リズムの乱れに関する相談が増えた」と回答した小学校

37.6％、中学校 42.7％となっている。「友人関係に関する相談が増えた」、「家庭環境に関する相

談が増えた」と回答した小・中学校も20％以上あり、各学校における相談体制の充実が必要となっ

ている。 

【自校の取組：臨時休業期間中の経験（児童生徒に与えた影響等）を踏まえて、 

今後、どのような教育活動や児童生徒支援に生かしていくのか】 
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平成 30 年度調査で明らかになった課題が改善されてい
るか確認しましょう。 
 

 

 

課題の見られた問題の趣旨と結果 

小３(３)  正答率 ：60.4％ 

中３(３)          正答率 ：54.7％ 

■「平成 30 年度 全国学力・学習
状況調査 報告書 小学校理科」  
Ｐ45～Ｐ50 

■「平成 30 年度 全国学力・学習
状況調査 報告書 中学校理科」 
Ｐ37～Ｐ45 

より妥当な考えに改善できるようにするためには、 
「多面的に考える」ことが大切です。 
以下の例を参考に、日々の授業において「多面的に考える」指導の充実を図ることができます。 
 
■解決したい問題（課題）について互いの予想や仮説を尊重しながら追究（探究）する。 
■観察、実験などの結果を基に、予想や仮説、観察、実験などの方法を振り返り、再検討する。 
■複数の観察、実験などから得た結果を基に考察する。 

予想が確かめられた場合に得られる結果の見通しを共有する。 

課題に正対した考察となるように、自分の考察を振り返ったり、他者の
考察を協働で検討して改善したりする。  

課題 ばねの伸びは、ばねに加わる力の大きさによってどのように変わるか 

力の大きさ〔N〕 0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 
aのばねの伸び〔cm〕 0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 
bのばねの伸び〔cm〕 0 2.5 5.0 7.5 10.0 12.5 

 

  
小６ 中３ 

県 全国差 全国 県 全国差 全国 

好き 85.2 +1.7 83.5 67.2 +4.3 62.9 

大切 87.0 +1.6 85.4 72.0 +1.4 70.6 

将来役に立つ 74.5 +1.6 72.9 57.3 +1.6 55.7 

 

小学校第６学年「燃焼の仕組み」 中学校第１学年「身近な物理現象」 

＊数値は国研の HPで公表されてい
る岐阜県のデータから算出 

（肯定的な回答「そう思う」「どちらかといえ
ばそう思う」を合計した割合） 

調査問題の正答率より 

児童生徒質問紙（理科）の回答状況より 
 

理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高めるためには、 
「日常生活や社会との関連を図る」ことが大切です。 

 
以下の例を参考に、日々の授業において「理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める」指導の充
実を図ることができます。 
 
■「日常生活や他教科等との関連を図った学習活動」「自然災害との関連を図った学習活動」「目的を明確にした観察、実験
やものづくりの活動（小学校）」「原理や法則の理解を深めるためのものづくりの活動（中学校）」等 

 
指導例 

消える 消える 
A 
 

A 
 
C 
 B 

 

実験方法 

ろうそくの火 燃え続ける 燃え続ける 燃え続ける B A C 

消える C B 
 

＊児童が考えた結果の見通し（A,B,Cは児童のカード番号）を共有している様子 

結果 

結果の見通し 

１ ２ ３ 

＊他者の予想と結果の見通しを共有することで、実験後に他者の多様な考えを振り返り 
より妥当な考えに改善できるようにする指導例 

Ａさん 

先生 
Ｂさん 
 

実験後 

空気が入れ替わると燃え続けると考えていた C さんの予
想どおりの結果になりました。 

Ｄさん Ｄさんの考察は、「結果からいえること」としては適切です。
課題に正対した考察となっているか、という視点で見直して
みましょう。 

先生 

同じ大きさの力を加えても、ばねの種類によってばねの伸び
は異なると考えられます。 

考察 

Ｄさんは表を縦に見たのですね。「ばねの伸びは、加わる力
の大きさによってどのように変わるか」の結論を書く必要が
あるので、表を横に見て、力を 0、 0.2、 0.4…と変化させた
ときのばねの伸びを確認するといいよ。 Ｅさん 
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令和３年度児童生徒・学校質問紙調査の回答状況より 

平成３１年度調査問題の正答率・無解答率より 

 児童生徒質問紙６２：５年生まで〔１、2 年生のとき〕に受けた英語の授業では、英語で〔話したり書いたりして、〕自分自

身の考えや気持ちを伝え合うことができていましたか。 
 

学校質問紙６１： 調査対象学年の児童〔生徒〕に対する英語の指導に当たって、前年度までに、英語で自分自身〔話し

たり書いたりして、生徒自身が互い〕の考えや気持ちを伝え合う（対話的な）活動に取り組みましたか。 

「当てはまる」と回答した児童生徒 ・ 「よく行った」と回答した学校の割合      ※自校の結果を記入しましょう。  

 小・全 国 小・岐阜県 中・全 国 中・岐阜県 自 校 

児童生徒（A）  3９.2％ 3７.2％  30.5％  34.1％            ％ 

学 校（B）  45.4％ ４9.5％  45.0％  58.9％ 回答 

差（A－B） 1－６.2％ －1２.3％ －14.5％ －24.8％  

 

相手（話し手・書き手）の意図を理解し、自分の考えや 
気持ちを伝え合う言語活動の充実を図りましょう。 
 

 
 

４  聞いた内容について適切に応じる        正答率： 7.1％ (7.6％) 無解答率：42.2％ (42.3％) 

８  読んだ内容について適切に応じる        正答率：11.8％(10.9％) 無解答率：24.9％ (27.9％) 

１０ テーマについて、まとまりのある文章を書く  正答率： 2.4％ (1.8％) 無解答率： 6.9％  (8.3％)                   

課題を解決するための学習過程（例） 

平成３１年度・本年度調査で明らかになった課題が改善

されているか確認しましょう。 

 

指導改善のポイント 
・ 児童生徒が挑戦したいと思うコミュ

ニケーションの目的や場面、状況など

を設定します。 

・「聞いた/読んだことを基にして話す/

書く」といった複数の領域を統合した

言語活動を繰り返しながら、表現内

容の適切さや英語使用の正確さを高

めます。 

・「把握した内容について、適切に応じ

ることができる力」が身に付いたか確

認するため、学んだことを再度活用す

る場面を設定します。その際、児童生

徒が自身の学びや変容を自覚できる

ように支援することが大切です。 

Listening / Reading 

→ Speaking / Writing 

 

・「平成３１年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校英語」  Ｐ．３１ Ｐ．４５ Ｐ．６２ 
・「平成３１年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 中学校英語」 Ｐ．２３ Ｐ．３４ Ｐ．４９ 
 

１.コミュニケーションを行う目的や場面、状況などを把握し、 
学習の見通しをもつ。 

２.英語を聞き（読み）、応答すべきことを捉える。 

３.考えや情報などを整理し、表現する。 

４.考えや情報などを再整理し、表現を改善する。 

５.学んだことを言語活動で再び活用し、学習を振り返る。 

「聞いて（読んで）把握した内容について、適切に応じるこ

とができる力」を育成するための学習過程 

教員は指導した

つもりでも、子ど

もたちは・・・ 

 

具体的な指導事例（指導計画、授業動画）を見ることができます 

平成３１年度(令和元年度) 全国学力・学習状況調査の調査結果を 

踏まえた学習指導の改善・充実に関する指導資料        解説動画→ 

令和３年４月  国立教育政策研究所教育課程研究センター 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/eigo/r02.html 

－２４－ 
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以下の資料を参考にすると、調査結果の分析や具体的な授

業改善の手立てが更に明らかになります。 

 

■国関係資料 

国立教育政策研究所 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

 ○令和３年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 

  ・小学校、中学校別冊…国語、算数・数学 

 ○令和３年度 全国学力・学習状況調査 報告書 

  ・小学校、中学校別冊…国語、算数・数学 

  ・小学校、中学校合冊…質問紙 

 ○令和３年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の

改善・充実に向けた説明会【説明資料】 

 〇令和３年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例 

 ※令和２年度以前の関係資料も掲載されています。 

 

■県関係資料 

 岐阜県総合教育センター  

https://www.gifu-net.ed.jp/ssd/sien/gakusyuzyoukyou/index.html 

 ○令和３年度指導改善資料「子どもの目線に立つ」第１弾 

 ※令和２年度以前の関係資料も掲載されています。 


